
  

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の夜長、読書を楽しんで欲しいと思い、以下のキャンペーンを実施します。 

ぜひ、この機会に図書をご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

＊期間＊令和２年１０月８日～令和２年１２月２２日まで 

＊詳細はクラス配布「お知らせ」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

甲府商業高校 図書室 

令和２年 10 月 

NO｡４ 

時間を忘れて、読書に夢中！ 

全国的な読書週間（１０月 27 日～11 月 9 日） 

読書週間は戦後間もなく昭和 22 年、まだ戦火の傷跡が残っているころ、「読書の力に 

よって、平和な文化国家を作ろう」という決意のもと、出版社・取次会社・書店・公共図書館、 

そして新聞・放送のマスコミ機関も加わって 11 月 17 日から第１回「読書週間」が開催され

ました。翌年から期間も文化の日を中心にした２週間（１０月２７日から１１月９日）と定め、

全国に広がっていきました。 

 集中しやすいこの時期にたくさんの本を読んで、お気に入りの１冊を見つけましょう。 

  

３ポイントキャンペーン 

ＩＮ 甲商図書館 

本を読んで 

プレゼントをも

らおう！ 

『友達ゼロで不登校だった僕が世界一ハッピーな高校生になれたわけ』 

よしあき／著 

書籍紹介：「不登校になったとき、自分はもう絶対に普通の生活に戻れないと思ってたんです。でも 

普通に戻ることができた。だからいえるのは、人生絶対なんとかなる！ 焦らず、小さなことから少しず

つ積み重ねていったら、いつかきっと変えられるんです。」そう語る著者の「自分らしく生きる」ヒント

が満載のエッセイ。  

 

『ウチら棺桶まで永遠のランウェイ』 

kemio／著 

書籍紹介：人生は環境じゃなくて、全部やり方次第だって私が証明する。モデルや発信者、歌手として

多岐にわたって活躍しているクリエイターｋｅｍｉｏが、自身の生き方を綴ったエッセイ。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

『ペスト』 カミュ／著 新潮社       『プラスチックスープの海で』 チャールズ・モア／著 NHK 出版 

『カケラ』 湊かなえ／著 集英社     『しあわせ学習法９フレーム』  資格の大原 中の人／著 大原出版 

『リセット』 垣谷美雨／著 双葉社     『なんで僕に聞くんだろう』 幡野広志／著 幻冬舎 

『迷子のままで』 天童荒太／著 新潮社   『パパは女子高生だった』 前田良／著 明石書店 

『神さまとぼく』 梅沢正邦／著 東洋経済新報社  『わたしの美しい庭』 凪良ゆう／著 ポプラ社 

『医療格差の時代』 米山公啓／著 筑摩書房     『金木犀とメテオラ』  安壇美緒／著 集英社 

『環境問題のウソ』 池田清彦／著 筑摩書房     『タスキメシ 箱根』 額賀澪／著 小学館 

『健康ブームを問う』 飯島裕一／著 岩波書店       『１０分読書』 吉田裕子／著 集英社 

 

 

                      

 

 

 

 

山梨県立文学館では現在、「まるごと林真理子展」が 

開催されています。   

甲府商業高校でも郷土の作家「プチ林真理子展」 

として、本校の蔵書を展示しています。 

見にきてくださいね！ 

 

 

返却期限が過ぎていませんか？ 

夏休み前に借りた本を返していない人はすぐに返却しましょう。 

    

 

 

 

みなさんからの 

リクエスト本です！ 

みなさんからの 

リクエスト本です！ 


